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住み慣れた地域で、

施設のご利用者とご家族が、そして多くの人が

幸せを感じられる空間を創造します。

朝
夕
涼
し
く
な
り
、
田
ん
ぼ
の
稲
穂
が
金
色
に
輝
く
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
夏
祭
り
は
例
年
よ
り
早
く
来
襲
し
た
台
風
の

影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
無
事

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
て
い
る
屋
外
で
の
流
し
そ
う
め
ん
を
は
じ
め
、
射

的
や
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
た
く
さ
ん

の
方
が
参
加
し
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑
い
声
や
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

今
年
は
新
た
に
職
員
グ
ル
ー
プ
で
結
成
し
た
阿
波
踊
り
「
吉

祥
に
わ
か
連
」が
、
蝉
の
声
に
負
け
な
い
掛
け
声
で
施
設
内
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
と
多
く
の
人
が
飛
び
入
り
参
加
し
て
、
賑
や
か

で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
夏
祭
り
で
多
く
の
笑

顔
に
出
会
え
た
陰
に
は
、
地
域
を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

我
々
職
員
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
い
で
す
が
、
ご
利
用
者

様
、
ご
家
族
様
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

基
本
理
念
の
言
葉
に
あ
る
「幸
せ
」を
多
く
の
方
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
職
員
一
同
、
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

介
護
主
任

白
坂

太
陽



　　

 

熱中症とは 高温多湿な環境に長くいることで徐々に体内の水分や塩分のバランスがくずれ体温調節機能が

うまく働かなくなり体内に熱がこもることによって起こるさまざまなからだの不調のことをいいます。 屋外だけで

なく室内でも起こることがあり、場合によると死に至ることもあります。

事故対策・身体拘束廃止・防災委員会

～熱中症・予防と対策について～

1.熱中症の症状

めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分不良

頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感

重症になると⇒返事がおかしい（ろれつが回らない）

意識消失（声掛けしても返答がない）

けいれん、体が熱い（発熱）

2.熱中症の予防

・こまめに水分補給（病気で水分制限されている方は除く）を行う。

※電解質を多く含む飲み物がいいです。

塩分や糖分が入って水分補給につながります。

・冷たいタオル、保冷剤などで身体を冷やし体温調整を行う。

・十分な睡眠をとる。 ・偏食せず、栄養のバランスを考えて食事をとる。

※節電も大切ですが、気温や湿度の高い日は無理をせず 扇風機や冷房を適度に使いましょう。
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こんな時は即、病院受診を!!

平成26年度決算報告

ちょっと

アドバイス

●自宅で作れる経口補給液
（作り方）

・水500ml（一度沸騰させ冷ましたもの）、食塩1.5～2.5ｇ、砂糖7～9ｇを清潔な空

のペットボトルなどの容器に入れかき混ぜる。さらにレモンを入れると、爽やかな酸

味が広がり、またカリウムの補充にもなります。

第3号様式

（単位：円）
資   産   の   部
勘定科目 当年度末 前年度末 増減
流動資産 172,701,587 169,147,749 3,553,838
  現金預金 127,769,068 123,658,820 4,110,248
  事       業        未        収       金 43,038,240 43,753,917 -715,677
  未                 収                 金 0 87,039 -87,039
  前          払           費           用 1,894,279 1,647,973 246,306
固定資産 710,769,492 742,785,272 -32,015,780
  基本財産 681,639,646 707,156,485 -25,516,839
    土                                    地 136,723,661 136,723,661 0
    建                                    物 426,938,945 440,215,502 -13,276,557
    建　　物　　　付　　　属　　　設　　　備 112,422,746 123,968,742 -11,545,996
    構　　　　　　　　築　　　　　　　　　物 5,554,294 6,248,580 -694,286
  その他の固定資産 29,129,846 35,628,787 -6,498,941
    建                                    物 2,914,831 2,773,073 141,758
    建　　物　　　付　　　属　　　設　　　備 2,286,027 2,161,100 124,927
    構                 築                 物 7,964,344 9,845,055 -1,880,711
    車       輌        運        搬       具 2,218,911 3,154,631 -935,720
    器     具      及      び      備     品 13,588,163 17,515,558 -3,927,395
    ソ     フ      ト      ウ      ェ     ア 76,300 98,100 -21,800
    出                 資                 金 10,000 10,000 0
    長     期      前      払      費     用 29,430 29,430 0
    そ   の   他    の    固    定   資   産 41,840 41,840 0
    資産の部合計 883,471,079 911,933,021 -28,461,942
負   債   の   部
流動負債 50,318,047 63,757,553 -13,439,506
  事       業        未        払       金 14,084,793 19,060,300 -4,975,507
  １年以 内 返 済 予 定 設 備 資 金 借入金 24,734,000 39,710,000 -14,976,000
  １年以内返済 予 定 長 期 運 営資金借入金 6,288,000 0 6,288,000
  未          払           費           用 2,500,334 2,411,583 88,751
  預                 り                 金 2,710,920 2,575,670 135,250
固定負債 317,218,000 360,630,000 -43,412,000
  設    備    資     金     借    入    金 241,656,000 266,390,000 -24,734,000
  長  期   運   営   資   金   借   入  金 75,562,000 94,240,000 -18,678,000
    負債の部合計 367,536,047 424,387,553 -56,851,506
純  資  産  の  部
基本金 197,279,661 197,279,661 0
  基                 本                 金 197,279,661 197,279,661 0
国庫補助金等特別積立金 227,833,576 239,728,705 -11,895,129
  国 庫  補  助  金  等  特  別  積  立 金 227,833,576 239,728,705 -11,895,129
次期繰越活動増減差額 90,821,795 50,537,102 40,284,693
（うち当期活動増減差額） 40,284,693 24,585,791 15,698,902
純資産の部合計 515,935,032 487,545,468 28,389,564
    負債及び純資産の部合計 883,471,079 911,933,021 -28,461,942

貸借対照表
平成27年 3月31日現在（自）平成26年 4月 1日（至）平成27年 3月31日 第2号様式

（単位：円）
勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)
サービス活動増減の部
  収益
    介   護   保    険    事    業   収   入 327,655,025 324,488,180 3,166,845
    経  常   経   費   寄   附   金   収  益 0 190,900 -190,900
    そ     の      他      の      収     入 2,294,715 1,893,745 400,970
    サービス活動収益計(1) 329,949,740 326,572,825 3,376,915
  費用
    人                 件                 費 191,671,022 177,148,326 14,522,696
    事                 業                 費 35,826,348 36,669,749 -843,401
    事                 務                 費 36,972,822 38,687,854 -1,715,032
    減       価        償        却       費 34,025,258 31,267,651 2,757,607
    国庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 取 崩 額 -11,881,915 -10,979,043 -902,872
    徴  収   不   能   引   当   金   繰  入 56,861 0 56,861
    サービス活動費用計(2) 286,670,396 272,794,537 13,875,859
    サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 43,279,344 53,778,288 -10,498,944
サービス活動外増減の部
  収益
    借  入  金  利  息   補   助  金  収  益 1,296,937 1,434,812 -137,875
    受  取   利   息   配   当   金   収  益 23,421 19,207 4,214
    サービス活動外収益計(4) 1,320,358 1,454,019 -133,661
  費用
    支          払           利           息 4,304,521 4,805,566 -501,045
    サービス活動外費用計(5) 4,304,521 4,805,566 -501,045
    サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) -2,984,163 -3,351,547 367,384
    経常増減差額(7)=(3)+(6) 40,295,181 50,426,741 -10,131,560
特別増減の部
  収益
    施  設  整  備  等   補   助  金  収  益 0 870,000 -870,000
    特別収益計(8) 0 870,000 -870,000
  費用
    固 定  資  産  売  却  損  ・  処  分 損 23,702 531,049 -507,347
    国庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 取 崩 額 -13,214 -69,462 56,248
    国庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 積 立 額 0 26,249,363 -26,249,363
    特別費用計(9) 10,488 26,710,950 -26,700,462
    特別増減差額(10)=(8)-(9) -10,488 -25,840,950 25,830,462
当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 40,284,693 24,585,791 15,698,902
繰越活動増減差額の部
    前  期  繰  越  活   動   増  減  差  額(12) 50,537,102 25,951,311 24,585,791
    当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 90,821,795 50,537,102 40,284,693
    基     本      金      取      崩     額(14) 0 0 0
    そ  の  他  の  積   立   金  取  崩  額(15) 0 0 0
    そ  の  他  の  積   立   金  積  立  額(16) 0 0 0
    次期繰越活動増減差額
    (17)=(13)+(14)+(15)-(16) 90,821,795 50,537,102 40,284,693

事業活動計算書

（自）平成26年 4月 1日（至）平成27年 3月31日 第1号様式

（単位：円）
勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)
事業活動による収支
  収入
    介   護   保    険    事    業   収   入 326,435,000 327,655,025 -1,220,025
    借  入  金  利  息   補   助  金  収  入 1,297,000 1,296,937 63
    受  取   利   息   配   当   金   収  入 15,000 23,421 -8,421
    そ     の      他      の      収     入 2,040,000 2,294,715 -254,715
    事業活動収入計(1) 329,787,000 331,270,098 -1,483,098
  支出
    人       件        費        支       出 194,698,000 191,671,022 3,026,978
    事       業        費        支       出 35,782,000 35,897,819 -115,819
    事       務        費        支       出 36,320,000 36,901,351 -581,351
    支     払      利      息      支     出 4,360,000 4,304,521 55,479
    事業活動支出計(2) 271,160,000 268,774,713 2,385,287
    事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 58,627,000 62,495,385 -3,868,385
施設整備等による収支
  収入
    設  備   資   金   借   入   金   収  入 0 178,150,000 -178,150,000
    施設整備等収入計(4) 0 178,150,000 -178,150,000
  支出
    設 備 資 金 借 入  金  元 金 償 還 支 出 23,680,000 202,980,000 -179,300,000
    固   定   資    産    取    得   支   出 1,990,000 2,033,180 -43,180
    施設整備等支出計(5) 25,670,000 205,013,180 -179,343,180
    施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -25,670,000 -26,863,180 1,193,180
その他の活動による収支
  収入
    長 期  運  営  資  金  借  入  金  収 入 0 81,850,000 -81,850,000
    その他の活動収入計(7) 0 81,850,000 -81,850,000
  支出
    長期運 営 資 金 借 入 金 元 金 償 還支出 28,120,000 109,120,000 -81,000,000
    その他の活動支出計(8) 28,120,000 109,120,000 -81,000,000
    その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) -28,120,000 -27,270,000 -850,000
予       備        費        支       出(10) 0  ---------------- 0
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 4,837,000 8,362,205 -3,525,205
前  期   末   支   払   資   金   残  高(12) 145,100,000 145,100,196 -196
当期末支払資金残高(11)+(12) 149,937,000 153,462,401 -3,525,401

資金収支計算書

特に重点的に冷やすと

効果のあるポイント



デ
イ
サ
ー
ビ
ス
よ
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
随
時
施
設

見
学
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
予
防
介
護
の
方
や
、
65

歳
以
上
の
元
気
な
方
も
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
「生
き
が

い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」も
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

【お
問
い
合
わ
せ
先
】

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
吉
祥

０
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７
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４
３) 

５
１
９
１

担
当

平
賀
・谷

福祉用具の勉強会
●7月31日ザグサポ松縄の福祉用具専門相談員を

迎えて、福祉用具の勉強会を開催しました。

約25名のご利用者様が参加されました。

◆勉強会の内容◆

①最新歩行器の特徴

②歩行器の身体の合わせ方

③安全な使用方法（方向転換・ブレーキのかけ方）

④実際に歩行器を押しての体験（ボール投げ） ●歩行器を使っての体験

最新の歩行器は、機能的にもデザイン的に

も進化を遂げています。全体的に軽量化され安

定感も十分に備わっています。操作性も良好で

あり、皆さん、方向転換もうまくされていました。

参加された方は、歩行器を操作しながら上手に

ボールを持ちカゴに投げ入れていました。ご自

分の歩行器と比べ操作がしやすかったのか「交

換してほしい」とおっしゃる方もいて我々職員も

その機能に驚きました。1時間足らずの勉強会

でしたがとても有意義な時間となりました。

【営業時間】

月～土曜日 8：30～17：30
【ご連絡先】

ＴＥＬ 087-818-1207

まずは、下記までご相談ください。

七夕の行事に欠かせない笹飾り。竹は根が強く成長が早いことか

ら生命力の象徴とされ、葉は殺菌力が強いため魔除けとして利用さ

れるなど古くから神聖なものとして扱われてきました。また中が空洞

になっているのでそこに神が宿るとされ、さらにはご先祖様が地上

に降りてくるときの目印にするようになりました。こうしたことから神

聖な竹に願い事やお供えをするようになったのです。

特定・ショートステイでも七夕飾りをしました。

「雨が降って、彦星さんと織姫さんが会えなんだら、うちらのお願い

きいてくれんわな」と笑い話されながら、一枚の短冊に願いを込めて

書き綴っていらっしゃいました。皆さんそれぞれが、思い思いに家族

のことや、世界平和などお願いされていました。

諸説ありますが、七夕にはそうめんを食べる習わしがあるそうです。

吉祥では、七夕に素麺のメニューはありませんでしたが、夏祭りに

流しそうめんがあるということで皆さん楽しみにされておられました。

（K.Y）

▲ショートステイの七夕飾り

各部署、職員とご利用者様が一

緒に短冊やお飾りを作って飾り付け

あ
る
日
の

訪
問
よ
り

こ
ん
に
ち
は
。

こ
の
前
、
調
子

悪
く
て
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を

休
ん
だ
と
連

絡
が
あ
っ
た
け

ど
、
そ
の
後
、

調
子
は
ど
う

で
す
か
？
心

配
し
よ
っ
た
ん

よ
。

吐
い
た
り
、
下
痢
し
た

り
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
が
来
て

く
れ
て
嬉
し
い
わ
！

や
っ
ぱ
り
一
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暮
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し

や
と
病
気
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な
っ
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と

き
と
か
不
安
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～
。
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す
っ
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よ
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な
っ
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先
生
か
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お
り
た
か
ら
、
来
週
か

ら
ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
行
く
の
で
連
絡
お
願

い
ね
。



特定施設入居者生活介護

シ ョ ー ト ス テ イ

ケ ア ハ ウ ス TEL 087-841-8100  FAX  087-841-8171 

〒761-0104　高 松 市 高 松 町 897 番 地 9 

デ イ サ ー ビ ス

居 宅 介 護 支 援 事 業 所

TEL 087-841-8100  FAX  087-841-8171 

TEL 087-841-8103  FAX  087-841-8171 

TEL 087-843-5191  FAX  087-841-8171 

TEL 087-818-1207  FAX  087-841-8171 

吉祥では、各階ロビーにご意見箱を設置しています。平成27年5月～8月までの苦情の申し立てはありませんでした。今

後とも皆様の率直なご意見ご要望をお待ちしております。そしてよりよいサービスを提供できるよう取り組んでまいります。

ご意見をお寄せください

日中はまだまだ暑さが残るものの、朝夕の涼しさの中に肌寒さを感じ

始めた今日この頃、皆様いかがお過ごしでしょうか？

暑い夏から秋へとバトンタッチする9月。「秋分」を過ぎると夜も長くな

り、深まる秋を感じるようになります。「食欲の秋」「スポーツの秋」「芸術

の秋」皆様はどんな秋を過ごされるのでしょうか？秋刀魚・栗・柿・梨、

私はもちろん食欲の秋です！とはいえ、これからもうしばらくは残暑が

続きそうです。夏バテはこの時期に出やすいとのこと、皆様お体にはお

気を付けください。 （H.Y）

社会福祉法人 吉祥

編集後記 地域のためにできることを、多くの人たちのために

吉祥の顔 大月 満穂（看護係長）

勤続年数：7年

高校を卒業後、すぐ看護師になる道にすすみました。昼間は病院で働き、夜は看護学校

で学び、資格を取得後、病院で務めていました。

約12年前より、吉祥他、介護施設での看護職として働いています。

お年寄りの看護は色々と考えさせられる事が多く大変ですが、ご利用者様の笑顔がいた

だけると元気が湧いてきます。

これからもたくさんの笑顔をいただけるよう頑張っていきたいと思っております。

好きな食べ物：きゅうりの糠漬け 好きな人：息子の父

今はまっているもの：韓流、華流ドラマ 鑑賞趣味：食べる事（甘いもの大好き）

デイサービスセンター吉祥
ディサービス【定員：1日25名】自宅から通いながら、入浴・食事・各種介護・リハビリテー

ション・レクリエーション等のサービスが受けられます。

特定施設入居者生活介護

吉 祥

ケ ア ハ ウ ス 吉 祥

特定施設入居者生活介護【定員：48名】要介護認定を受けた方が、入浴・排泄・食事

等の日常生活上の世話を受けたり、リハビリテーション等を行う介護専用型の施設で

す。24時間、365日切れ間のないサービスです。

ケアハウス【定員：48名】60歳以上の方で、在宅で暮らすには不安があるが、軽い身の

まわりのことは自分でできる人が対象の施設です。

シ ョ ー ト ス テ イ吉祥
ショートステイ【定員：25名】在宅で介護を受けている方が、一時的に施設に入所して日

常生活上の世話を受けるサービスで、介護者の負担を軽減する役割もあります。

サービス事業所の概要

居宅介護支援事業所吉祥

都道府県知事の指定を受け要介護者（支援者）からの依頼によって本人や家族の相談に

のったり関係機関と連携を取りながら各人に合った介護サービス計画を作成します。

▲左、三好 志津子、右、大月満穂

二人ともアウトドア派で、大月さんは、

少し遠出してキャンプをしたり、三好さ

んは毎年石鎚山登山したり

ONとOFFを楽しく切り替えて

お仕事をしています。

三好 志津子（総務主任）

勤続年数：8年

「入社して何年になるん？」と聞かれ、5~6年かと思いきや早や9年目を迎えようとしていま

す。吉祥での9年はあっという間でした。

私が入社した時、職員の人数は36名でしたが、今では67名と大所帯となりました。

施設での事務仕事は、企業で多い事務的な電話対応より直接対面して顔を見ながら話

す時間の方が多いように思います。毎日ご利用者様やいろいろな人とかかわり、とても

あったかい気持ちになります。これからもよろしくお願いいたします。

好きな言葉：ほどほど

好きな食べ物：カレーライス

今ハマッている事：簡単に仕上がる洋裁（簡単ですが布選びに非常に時間がかかって┼）

趣味：かな書道


